
①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 66  (61 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 21 名 5 名

　専門職員 保育士 18 名 4 名

看護師 1 名 1 名

　施設・設備
　の概要

居室数 設備等

③理念・基本方針

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

園庭、エレベーター、
シャワー室、駐車場、
給食室、多目的トイレ

【施設・事業所の概要】

うみのくに保育園きくな 認可保育園種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

222-0011

http://soranohane.com/

施設長 田中 さくら

神奈川県横浜市港北区菊名7-5-36

株式会社　空のはね

2015年4月1日

045-717-5120

定員（利用人数）：

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室4室、調乳室、
事務室

【～よりそう保育～】
ご家庭での子育ての様子をうかがい、それぞれのご家庭の子育てをサポートするパートナーとなりま
す。スタッフは保護者ひとり一人の子育てに寄り添いサポートします。

【～つながる保育～】
乳児、幼児期は飛躍的な発達が見られる時期、個人差に配慮した保育計画を立て、日々の活動と成長
がつながるように保育します。

【基本保育方針】
・～やすらぎ～子どもたちが安心してくつろげる母となる海のようにつつみこむ養育。
・～驚きと発見の体験～無限の可能性を秘めた子どもたちのひとり一人の成長・発達を支える教育。
・～パートナー～保護者の方にとって保育園のスタッフは子どもの健全な発育を保護者と一緒に見守
るパートナーであること。
・～チームメート～子どもにとって保育園のスタッフは大好きなお母さま、お父さまを一緒に支える
チームメートであること。

【基本保育目標】
・がんばる心をもつ子ども・考える頭をもつ子ども・元気な体をもつ子ども・自他の違いを受け止め
る気持ちをもつ子ども。保護者の方が、安心して子どもたちを預けられる環境づくりを大切に行って
いきます。
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

4 回 （ 2020 年度）

⑥総評

　リーダー会議、月案会議、職員会議を実施していますが、議事録には子どもたち一人ひとりの心身の状況を
詳細に書き留めています。職員はそれらを読んで情報共有することで、預かっている子どもを園の職員全員で
見守ることが出来るようにしています。また、保育の実践が画一的にならないように、一人ひとりの子どもと
向き合い、柔軟に対応しています。保護者の要望を把握するために、行事の際や年度末にアンケートを実施し
ています。保護者の満足度は非常に高く、行事のアンケートでは80％以上が高評価点をつけています。第三者
評価の利用者調査でも保育内容や安全対策などの項目で、90％以上の保護者が満足していると答えています。

◆職員全員が子どもを見守り、支援する体制が保護者の高評価を得ています

（契約日）～

2023年11月24日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2023年4月21日

　受審回数（前回の受審時期）

◇特長や今後期待される点

◆書類作成の意図がわかるように、題名や版数を記載すると良いでしょう
　園で作成している書類のタイトル、作成日、更新日（版数）等の記載がないため、その書類がいつ、どのよ
うな意図をもって作成されたのかがよくわからないケースも見受けられました。また、園内には、事業計画作
成時に全職員から集めた保育に対する思いや振り返りを付箋に記入して、模造紙に貼り付けた「保育の質の向
上一覧表」を壁面に掲示し、事業計画に沿った園の取り組み内容を保護者に伝えていますが、その掲示物にも
タイトルなどの見出しがありませんでした。今後は書類作成の際に、作成に至った意図や年月日、版数などを
記載して整理されるとさらに良いでしょう。

　園では産休明け保育、延長保育、障害児保育、休日保育、一時保育、地域子育て支援に取り組んで
います。複数のサービスを提供することで、保護者の就労等、利用者それぞれの事情に合わせた保育
を提供できる体制を整えています。入園時の面談、その後の保護者との交流、保護者が登園予定を書
き込んで提出する「ご利用カレンダー」で保護者の就労状況や家庭環境を把握しています。
　0～2歳児までは年齢ごとの横割り保育を、3～5歳児では縦割り保育を行っています。保育室では
3～5歳児が一緒に活動しているので、きょうだい関係のように言葉を教えてもらったり、表現の仕
方も習ったりして覚えていけるようにしています。異年齢保育では、子ども同士の触れ合いや学びを
通して、心や体の成長を促す支援を行っています。職員は、クラスの中で遊んでいるとき、子どもた
ちが一人遊びをしないように、一人にならないように配慮しています。子どもたちは外部講師による
英語や体操のレッスンを受け、そこで学んだことを生かして園の行事に参加し、楽しみながら活動し
ています。また、子どもたちが安心して快適に過ごし、食事を美味しく食べられるように環境設定を
しています。
　職員は年間を通して「保育の質の向上」に取り組み、毎月テーマを決めて活動しています。リー
ダー会議でも話し合い、担当者を中心とした参加型の研修や、グループワークをして振り返りや意見
交換をしています。
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　今回、第三者評価を受けたことで当園の質向上に対する取り組み状況を確認し、今後の施設運営の
方向性を再確認する良い機会となりました。
　一つ一つの項目を自身や職員間と共に評価していくことは、とても大変なことではありましたが、
今回改めて見直しをして頂き変わらない部分に気づかされたこと、自分たちの取り組みに対して自信
を持つことが出来ました。今後、今回の結果をもとに法人本部との連携をとりながら、職員間で取り
組み努力していきたいと思っております。
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